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千葉大学が

留学生教育の拠点
だったって、ホント？

1955年に誕生した学歌の作曲

は平井康三郎、作詞は勝承夫で

す。平井は東京音楽学校等の教員を務めながら、

合唱曲や全国各地の校歌を多く作曲しており、最適任

者とされました。一方、作詞は著名な詩人・三好達治に

依頼する予定でした。しかし、平井が、「三好の詩は『見

る詩』であり、『朗読する詩』であるため、自信をもって

引き受け難い。勝の作品ならば、作曲できる」と答えた

ため、勝承夫に作詞を依頼したと伝えられます。

1923年に最初に設置された時の名前は「浜海岸駅」で、駅の

西側まで海が迫っていました。しかし、1942年、駅の東に東

京帝国大学第二工学部（現西千葉キャンパス）が開設された

ため、「帝大工学部前駅」となります。1948年には「帝大」を

取った「工学部前駅」に変わり、東大工学部が廃止された

1951年からは「黒砂駅」に

変わりました。しかし、駅の

所在地が「緑町」であった

ため、1971年に「みどり

台駅」となります。なんと

４度目の改名でした。

「看護学部」の第一期生の
男女比は？

国立大学で唯一の「看護学部」が

設置されたのは1975年のこと

で、医療の急激な発展に対応す

る専門家の育成に応えるためで

した。初年度は変則日程で入試は

４月下旬、開講は５月でした。こ

のときの志願者は466名おり、

合格者は61名、競争率は7.6倍で

した。現在の看護学部は定員80

名中、男子学生は数名しかいませ

んが、初年度は22名が男性（全体

比３割）で、看護学部という新し

い領域が、社会的に大いに注目さ

れたことが窺えます。

「みどり台駅」の名称は、何度も変わっているって、ホント？

1950年４月、文理学部が新設された稲毛・小仲台

（現在は留学生寮等がある）に作られました。しかし、

そこは旧陸軍防空学校跡地で、高射砲を運ぶ専用車

を格納していた車庫に床を貼り、仕切りや窓を付け

たきわめて粗末な図書館でした。書庫は20m余り離

れた３階建の不燃建造物に設けられま

したが、それは模

型飛行機を打ち

落とすための試

射場だったとされ

ます。今の図書館

と比べると、隔世の

感があります。

附属図書館本館が最初にできた場所はどこ？

千葉大学には1960年から63年まで

「留学生課程」、64年から72年まで「留

学生部」が置かれ、全国の国立大学理科

系に３年次編入を希望する国費留学生

の日本語や基礎科目の教育が３年間の

課程で行われていました。この課程が

あったのは、千葉大と東京外大の２校だ

けで（外大は文系学生を担当）、千葉で

学んだ留学生の総数は433名（20の

国・地域）に上ります。この伝統は1991

年創設の留学生センター（現国際教育

センター）に引き継がれていきます。

園芸学部の
事務棟の前にある

胸像は誰？
1912年から1931年までの長き

に渡り、校長を務めた赤星朝暉

です。千葉県立園芸学校時代は

「経費がかかるのに、千葉県内

の学生が少ない」等の理由で県

議会から批判され、廃校の危機

に面したのですが、赤星たちの尽力で、国

立に移管することができました。その功績を讃えるため、

同窓会（戸定会）が彫刻家・高村光太郎（詩人としても有名）

に製作を依頼。鋳造は東京美術学校教授だった弟の高村

豊周が担当し、1936年に完成したのが、この胸像です。

千葉大学歌の
作詞者、作曲者は？

員を務めながら、

「留学生部」は南門のそばにあった（1965年）

京成電鉄「みどり台駅」

現在の附属図書館

知りたい
千葉大学
歴史と伝統を誇る千葉大学にはトリ
ビアがいっぱい。今回は、西千葉キャ
ンパス、亥鼻キャンパス、松戸キャン
パスからの出題です。皆さんは、いく
つわかりましたか？ 普段何気なく
歩いている場所にも、実は千葉大学
の歴史が刻まれているのです。

（国際教育センター  見城悌治）
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